
愛知県の医療ツーリズム推進について

愛知県
健康福祉部保健医療局医務課

主幹 上田 智広
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・人口減少と高齢化の進展

・国や地方の財政状況の悪化

・活力の喪失、衰退

なぜ、医療ツーリズムなのか

医療ツーリズムによって、

・新たな需要の掘り起こし

・既存の医療資源の有効活用

・医療水準の維持

＋優れた医療技術の活用による
医療の国際化を推進
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愛知の強み
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・４つの大学病院

・優れた医療技術と最先端の医療機器

・24時間運用の中部国際空港（名古屋駅まで30分）

・ビジネスジェットにも対応できる県営名古屋空港



平成28年５月 「あいち医療ツーリズム研究会」設置

公益社団法人愛知県医師会 会長

一般社団法人愛知県病院協会 理事

一般社団法人愛知県歯科医師会 会長

名古屋大学医学部附属病院 院長

名古屋市立大学病院 院長

愛知医科大学 学長

藤田保健衛生大学 学長

医療法人偕行会 理事長

医療法人松柏会 専務理事

あいち健康の森健康科学総合センター センター長
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（座長）

※以降、平成28年８月、平成28年11月に開催
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＜第１回あいち医療ツーリズム研究会 講師＞

〇 一般社団法人Medical Excellence JAPAN（MEJ）
山本 修三 理事長

・医師
・日本病院会名誉会長
・日本病院共済会代表取締役

・講義「国際医療展開の現状と展望」

→国の取組状況
→インバウンド推進に向けたMEJの取り組み



医療ツーリズムを実施する医療機関においては、
医療機関の受入余力を活用して、外国人患者に日
本の医療サービスを提供することが前提であり、
医療ツーリズムで訪日する外国人患者の診療、
治療は、地域医療に影響を及ぼさない範囲で実施
するよう十分な配慮が必要。

３回の研究会を経て取りまとめられた提言における

「医療ツーリズム推進に当たっての留意点」
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平成28年11月 「医療ツーリズム推進に向けた提言」

〇 医療機関向け調査から課題を整理し、医療ツーリズム

推進に向けた６つの方策を提示した。

１ あいち医療ツーリズム推進協議会の設置

２ 関係機関と官民一体となった医療ツーリズムの
推進

３ 先進事例の情報提供など県内医療機関
への医療ツーリズム推進に向けた取組の支援

４ 海外への愛知の医療ツーリズムに関する情報発信の強化

５ 国際医療コーディネーターの活用による円滑な
医療ツーリズムの実施

６ 国家戦略特区による規制緩和の活用
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平成28年11月 「医療ツーリズム推進に向けた提言」

《方策１》 あいち医療ツーリズム推進協議会の設置

⇒平成29年２月に設置（10団体 → 18団体）

公益社団法人愛知県医師会 会長

一般社団法人愛知県病院協会 会長

一般社団法人愛知県歯科医師会 会長

名古屋大学医学部附属病院 院長

名古屋市立大学病院 院長

愛知医科大学 学長

藤田保健衛生大学 学長

医療法人偕行会 理事長

医療法人松柏会 専務理事

あいち健康の森健康科学総合センター
センター長

愛知学院大学歯学部附属病院 院長

独立行政法人地域医療機能推進機構中京病院 院長

名古屋第二赤十字病院 院長

国立研究開発法人国立長寿医療研究センター 理事長

愛知県がんセンター 運用部長

中部国際空港株式会社 代表取締役社長

一般社団法人中部メディカルトラベル協会 事務長

愛知県政策顧問
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（会長）

※以降、平成29年７月、平成30年２月、平成30年７月に開催



11

＜第１回あいち医療ツーリズム推進協議会 講師＞

〇 多摩大学大学院
真野 俊樹 教授

・医師
・英国レスター大学大学院ＭＢＡ
・医療・介護ソリューション研究所所長

・講義「医療ツーリズムの背景・現状・今後」

→日本の医療の特徴、国際化の歴史
→アジアの医療ツーリズムの状況



平成28年11月 「医療ツーリズム推進に向けた提言」

《方策２》 関係機関と官民一体となった

医療ツーリズムの推進

⇒あいち医療ツーリズム推進協議会を活用するなどし、

官民一体となって医療ツーリズムの推進に取り組む。

12
〇 提言された全ての方策の具体化に向けて、

次ページ以降に示すような施策を実施している。

・一般社団法人中部メディカルトラベル協会※と連携し、

研修や広報活動を展開

※医療機関や旅行代理店等を会員とし、医療を希望する訪日旅客を
海外から中部に誘致するための活動を行う団体



平成28年11月 「医療ツーリズム推進に向けた提言」

《方策３》 先進事例の情報提供など県内医療機関への
医療ツーリズム推進に向けた取組の支援

⇒「愛知の医療ツーリズム推進シンポジウム」の開催（平成29年10月）
〇 講演

東京大学医学部附属病院 国際診療部 副部長 山田秀臣 氏

〇 事例報告
・多摩大学大学院 教授 真野俊樹 氏
・藤田保健衛生大学 学長 星長清隆 氏
・医療法人偕行会 病院医療事業部 国際医療部 部長 高橋忍 氏

〇 パネルディスカッション
・多摩大学大学院 教授 真野俊樹 氏（ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀ―）
・公益社団法人愛知県医師会 会長 柵木充明 氏（ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ）
・東京大学医学部附属病院 国際診療部 副部長 山田秀臣 氏（ﾊﾟﾈﾘｽﾄ）
・藤田保健衛生大学 学長 星長清隆 氏（ﾊﾟﾈﾘｽﾄ）
・医療法人偕行会 理事長 川原弘久 氏（ﾊﾟﾈﾘｽﾄ）

⇒「愛知の医療ツーリズム推進トップセミナー」の開催（平成30年９月）
※一般社団法人中部メディカルトラベル協会へ委託
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【パネルディスカッション】

【講演（東大病院 山田先生】



平成28年11月 「医療ツーリズム推進に向けた提言」

⇒中国の北京で開催される「国際医療旅游展覧会」に出展し、

海外の医療関係者等に向けて、本県の医療ツーリズムに

ついてのＰＲを行う。

《方策４》 海外への愛知の医療ツーリズムに関する

情報発信の強化

（１）日程 平成30年11月16日（金）～11月18日（日）

（２）会場 中国国際展覧センター（北京市）

（３）概要 本県の出展ブースにおいて、新たに制作するＤＶＤ、チラシ等を

活用しながら、県内医療機関と共同でＰＲ及び医療相談を実施する。
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【昨年度の様子（開会前）】

【昨年度の様子（開会中）】



平成28年11月 「医療ツーリズム推進に向けた提言」

《方策５》 国際医療コーディネーターの活用による
円滑な医療ツーリズムの実施

⇒「国際医療コーディネーター育成研修」の実施（平成29年12月）
※一般社団法人中部メディカルトラベル協会へ委託

〇 講義
・医療の国際化の動きと最新情報
・組織におけるコーディネーターの位置づけ・取組の可能性と課題
・医療ツーリズムのモデルケース（マッチング～受入れ～フォローアップ）
・外国人医療における法的な問題とその予防

〇 事例検討
・訪日を支援する企業の活用、遠隔通訳プログラムの活用（連携事例）

〇 演習
・ビザ（査証）、医療通訳、国籍・文化の違いによる注意点、未収金発生防止等

⇒平成30年度も研修を実施（平成30年12月(予定)）
※一般社団法人中部メディカルトラベル協会へ委託
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【講義（多摩大学 真野教授）】

【グループワーク】



平成28年11月 「医療ツーリズム推進に向けた提言」

⇒国家戦略特区を活用し、新たな規制改革事項を国へ提案している。

（平成28年11月）

《方策６》 国家戦略特区による規制緩和の活用

〇 できるだけ早期に治療が必要な外国人患者の医療滞在ビザ発給を迅速化
医療滞在ビザにつき、一定の条件を満たした場合には、申請書類の簡素化や最優先

審査等により、申請から発給までの期間を大幅に短縮する（できれば即日発給）。

〇 短期滞在ビザでの滞在中における、在留期間の延長や在留資格の変更
短期滞在ビザ（観光、商用、親族・知人訪問）で訪日した外国人が滞在中に、

①病気や事故に遭い、治療が必要となった場合や、②検診を受けた結果、一旦

帰国することなく治療を望んだときは、帰国できる状態であっても、在留期間の

延長や在留資格「特定活動」への変更を認める。＜追加提案＞
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「外国人患者の受入れ状況に関するアンケート」

（１）対象期間 調査実施の前年度分（１年間）

（２）対象主体 県内の全ての病院（320程度）

（３）調査方法 電子メール又はFAX

〇 医療ツーリズムの現状及び推進に当たっての課題について

明らかにするため、毎年度、県内の全病院を対象として

外国人患者の受入れ※状況に関するアンケート調査を実施している。

※「外国人患者の受入れ」とは、「愛知県の医療機関で受診することを目的に
訪日した外国人患者に「治療」や「健診・検診」を実施すること」と定義。

単に観光や仕事等を目的に訪日した外国人が突然の病気等で受診した場合
や、日本に在住する外国人患者に対する診療は除く。
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「外国人患者の受入れ状況に関するアンケート」(平成29年度実施) 結果①

・県内の 17病院（予定含む）が

外国人患者の受入れを実施

・全体で 244名 の外国人患者を

受入れ

平成28年度の一年間において、

※平成27年度は、県内の16病院（予定含む）で、224名を受入れ

23

国名 人数

中国 230
ベトナム 11
モンゴル 1

マレーシア 1
イタリア 1

計 244



・外国人患者の受入れを実施している16病院のうち、４病院は
過去１年以内に実施を開始している。

・健診・検診分野、治療分野ともに、中国からの受入数が最も多い。

・受入れをしている診療分野・診療科は、健診・検診が最も多く、
次いで循環器科、消化器科が多い。

・価格設定は、「診療報酬単価と同じ又はそれ以下」、及び

「診療報酬単価の２倍以上」が多い。

次いで、診療報酬単価の1.1倍以上～２倍未満が多い。

・外国人患者受入れのために実施している（しようとしている）こと
としては、「医療通訳を院外から必要に応じて手配」、「契約書、
同意書、検査内容説明書等の各種文書の多言語対応」、「多言語に
対応した院内表示」などが多い。

「外国人患者の受入れ状況に関するアンケート」(平成29年度実施) 結果②
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→外国人患者の受入れに係る認証取得

〇 JIH（ジャパン インターナショナル ホスピタルズ）

〇 JMIP（外国人患者受入れ医療機関認証制度）

〇 JCI（ジョイント コミッション インターナショナル）
25

県内医療機関等の取組例①



〇 JIH（ジャパン インターナショナル ホスピタルズ）
〈Japan International Hospitals〉

（平成28年度～）
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・政府と協調して海外から日本の医療サービスの渡航受診促進を図るため、
渡航受診者の受入実績のある病院を海外へ発信しており、経済産業省
所管で平成23年に設立された、一般社団法人Medical Excellence 
JAPAN（メディカル エクセレンス ジャパン：ＭＥＪ）が推奨する。

・渡航受診者受入れに意欲のある病院の受入れ体制や取組、渡航受診者を
受け入れる診療科において提供する診断・治療、健診・検診の内容と
実績を評価する。

・全国41病院のうち愛知県内１病院（平成30年７月現在）
藤田保健衛生大学病院
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全国のJIH推奨病院

【出典：(一社)Medical Excellence JAPANウェブページ

http://www.japanhospitalsearch.org/search/】



〇 JMIP（外国人患者受入れ医療機関認証制度）
〈Japan Medical Service Accreditation for International Patients〉

（平成24年度～）
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・医療機関等の海外展開に当たり、政府と一体になった支援「プラット
フォーム」を提供するため、厚生労働省所管で平成24年に一般財団
法人へ移行した日本医療教育財団が認証する。

・外国人の方々が安心・安全に医療サービスを享受できる体制が整備さ
れているかを「受入対応」、「患者サービス」、「医療提供の運営」、
「組織体制と管理」、「改善に向けた取り組み」の５つの観点から
評価する。

・全国45機関のうち愛知県内２機関（平成30年７現在）
藤田保健衛生大学病院、偕行会 名古屋共立病院



〇 JCI（ジョイント コミッション インターナショナル）
〈Joint Commission International〉

（平成６年度～）
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・米国の病院評価機構から発展して平成６年に設立された、米国（イリ
ノイ州）の非営利団体ＪＣＩが世界各国の医療機関を認証する。

・医療の質と患者の安全性を国際的に審査するもので、８つのプログラム
（病院、大学医療センター、外来診療、臨床検査、在宅ケア、長期ケア、
医療搬送機関、プライマリーケアセンター）から選択して認証される。

・全国25機関のうち愛知県内１施設（平成30年７月現在）

名古屋第二赤十字病院

※藤田保健衛生大学病院が受審中



県内医療機関等の取組例②

〇 藤田保健衛生大学病院

・インバウンド向け専用施設「国際医療センター」（平成30年１月～）

30

【専用診察室】

【特別室（平成30年９月～】
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・パンフレット作製 （日本語・中国語・英語）

・プロモーションビデオDVD （日本語・中国語・英語）

・ホームページ整備 （日本語・中国語・英語）

・特別室（中国語テレビ放映）

・通訳者配置（中国語、スペイン語・ポルトガル語、英語）

・中国人看護師 採用

県内医療機関等の取組例③

〇 藤田保健衛生大学病院

受入れ環境整備
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県内医療機関等の取組例④
〇 藤田保健衛生大学病院

（名）



県内医療機関等の取組例⑤

〇 偕行会（名古屋共立病院）
インバウンド向け専門部署「国際医療部」（中国人スタッフ常駐）

33



県内医療機関等の取組例⑥

〇 偕行会（名古屋共立病院）
㈱偕行会メディカルアシストによる国際医療コーディネート

34

治療の相談治療の相談

受入調整受入調整

医療滞在VISA発給サポート医療滞在VISA発給サポート

受診日調整受診日調整

日本滞在中の支援日本滞在中の支援

•医療通訳

•書類翻訳

•24時間緊急時対応

•受診同行

•入院対応

帰国後フォロー帰国後フォロー

日本での治療を希望する外国人
患者に対し、受入れ医療機関の
マッチングや医療滞在ビザ発給
サポート、治療費の支払い代行、
翻訳・通訳など一連のサービス
を提供。
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診断名 肝臓がん(ステージ４)

来日経緯
中国にて肝臓がんと診断後、肝移植手術をするもがんが再発。
抗がん剤治療の経過が悪くなり、再度肝移植を勧められた為疑問に
思い、日本での治療方法を求め来日。

国籍 中国(4１歳・男性)

日本での検査 CT、MRI、PET-CT、遺伝子検査、血液検査等

約3週間の検査入院で費用も高額ではあったが、概算見積りを提示し丁寧に説明を
行ったことで、全額前金にて支払いしていただき、費用のトラブルは一切無かった。
入院時も、通訳との連絡用の専用携帯電話を貸し24時間サポート体制をとることで、
患者と医療機関側の不安を解消することができた。

県内医療機関等の取組例⑦

〇 一般社団法人 中部メディカルトラベル協会
訪日外国人患者の受入れに当たってのコーディネート
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診断名 子宮がん(ステージ１)

来日経緯 中国にて子宮がんと診断されたが、妊娠を希望していた為
子宮全摘を拒否。日本でのセカンドオピニオンを希望。

国籍 中国(３７歳・女性)

・現地代理店の中国人が、患者と一緒に診察室に入って口出しをするなどして現場の
混乱を招くことがあったが、コーディネーターが間に入り不要な介入を抑えることができた。
患者のプライバシーを守るためにも重要なことと考える。
・費用については、事前回収が困難だった為カードにて支払いをしていただいた。
・患者が心配性であったので、一時帰国時なども含め24時間体制で通訳と連絡を
とれる様にしてサポートした為、非常に満足して治療にあたってもらうことができた。

県内医療機関等の取組例⑧

〇 一般社団法人 中部メディカルトラベル協会
訪日外国人患者の受入れに当たってのコーディネート



ご清聴ありがとうございました
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